
 

  

熱中…物事に心を集中すること。夢中に 

なってすること。また、熱烈に 

思うこと。 

依存…他のものをたよりとして存在 

すること。 

広辞苑より 

秋となり過ごしやすくなり、物事に集

中して取り組むには絶好の時期と思い

きや、ここ数年は急激な暑さ寒さの繰り

返しで体調管理の難しい時期になって

しまいました。まだまだ続くコロナ禍と

伴って気を抜けない日々をお過ごしと

思います。内藤アカデミーでは、寒くな

る前に上着を持って行動する。薄着の生

徒には声をかけ確認する。汗をかいてい

る生徒をしっかりと着替えさせる。これ

らのことを意識し風邪をひかないよう

に指導を行っています。保護者の皆さま

が安心してお仕事に集中できる環境を

作るよう努めて参ります。 

 

さて、冒頭の「熱中」と「依存」という

言葉ですが、私の中で「熱中」とは、何か

夢中になって始めたことで、それを活力に

して他のことにも良い影響を起こすことを

指し、反対に「依存」はそのことばかりに

頼って周りが見えなくなることと考えてい

ます。この言葉について色々と考え出した

のは、私の過去の反省と、最近の小学校高

学年から高校生にかけてのスマートフォン

への異常なまでの執着で少し思うことがあ

ったからです。 

スマートフォン(以下スマホ)はとても便

利なもので正しく使うとそれだけで生活を

支える収入を得ることも出来ますし、工夫

次第で多くの富を得ることも出来ます。ま

た、自分の弱点の補強や向上にも役立てる

ことが出来ます。これからの時代こういっ

た新しい技術を駆使して成功していく人は

たくさん出てきますし、内藤アカデミーの

生徒にもそうなっていってほしいと思って

います。欲を言うと、これらの新しいもの

を生み出す側、つまりスマホなどのＩＴ機

器を発明する側になってもらえると、喜び

も倍増することと思います。 

しかしながら現実は小、中、高校生にス

マホを正しく使える子が多くいるとは思え

ません。それでも何かを向上するための活

力だったり、経験、知識になるような「熱

中」であればよいのですが、苦手な物から

逃げたり、その瞬間だけ忘れるための「依

存」になっている気が強く感じられます。 
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我々の時代にも、いやもっと前からも「依

存」となるものはたくさんありました。テ

レビ、マンガ、アニメ、家庭用ゲーム機、

外に持ち出せるポータブルゲーム機、オン

ラインゲーム、スマホゲーム、ユーチュー

ブ、ティックトック、ＳＮＳ…上げればき

りがありませんが、物が変われど親の心配

の種であることは変わりませんし、どれも

時代を代表するものであることも変わりま

せん。 

これらのものを「依存」ではなく「熱中」

にするのは簡単ではありません。これらの

ものは全て商業目的であり継続して使って

もらうために考えられて作られているから

です。多くを買ってもらったり、使っても

らったりするための物は大人も判断を間違

えるくらいの魔力を持った物になってしま

います。これでは思春期の子どもが「依存」

になってしまうのも当然です。反対にスポ

ーツや音楽、芸術と言われる分野は教育的

なものが多く「熱中」に持ち込みやすいと

考えられます。しかし、スポーツや音楽、

芸術を極め日本のトップレベルに昇りつめ

ることはそんな簡単なことではありませ

ん。「依存」しやすい物には稼ぐためのアイ

ディアが多く詰まっているのに、「熱中」で

は稼ぎにくい、この一見すると矛盾に近い

難しい現代の状況下で私たち大人が子ども

たちの日常をしっかりと「依存」ではなく

「熱中」に導いてあげる必要があります。 

ここで一つ私の例を書かせていただきま

す。実は私は思春期のころこの「依存」に

悩まされてしまった過去があります。ただ、 

高校卒業後に出会った友人たちにより助け

られ克服できたのですが、それがなければ

今頃どんな生活をしていたのか考えるのも

恐ろしいです。私の場合は異例のタイプで

スポーツに「依存」してしまいました。私

は中学生からバスケットボールを行ってい

たのですが、小学校時代に少しかじってい

たこともあり同学年では上手な方でした。

小学校時代は何をやっても中の下だった私

にとって、初めて人より優位に立てるもの

が見つかり、あっという間にのめり込んで

いきました。しかしいつの間にかバスケッ

トボールは嫌なことを忘れられる麻薬のよ

うな存在になっていました。 

スマホとの大きな違いは周りが気づきに

くいことでした。傍から見ればスポーツに

打ち込む好青年に見えるので心配された

り、注意をされることはありませんでした。

一生懸命スポーツに打ち込んでいる少年を

温かい目で見守ってくれていたのです。 

しかし実際は、嫌いな勉強や時間のかか

る学校行事は、全てバスケットボールがや

りたいからという理由を付けてサボってい

ました。バスケットボールができないから

という理由で修学旅行に行きたくないと親

に話していたくらいでした。本来学生とし

てやらなくてはならないことから逃げ、そ

の瞬間の楽しさのためだけでバスケットボ

ールに逃げ込んでいました。それでもスポ

ーツなので進学の役に立つのではと考えら

れますが、「依存」となったスポーツは、得

意な練習を繰り返すだけで苦手な練習や、

厳しい練習には身が入らないという現実が 
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